
観光・交通について 

 

≪現状・課題≫ 

 ○ 都心部や観光地において，生活交通と観光交通が錯綜し，交通混雑が生

じている。 

 ○ マイカーの流入による交通混雑だけではなく，観光バスの路上滞留や歩

行者の過度な集中による雑踏の発生，公共交通機関の車内や乗降場におけ

る混雑など，様々な側面で課題が生じている。 

 

≪観光客の動向≫ （京都観光総合調査より抜粋） 

○ 平成２８年の京都総合観光調査によると，京都市への年間観光客数は，

３年連続で５，５００万人台を維持し，前年から１６２万人，２．９％減

少の５，５２２万人（１日当たり約１５．１万人）となった。 

〇 年間宿泊客数は，前年から５３万人，３．９％増加し，過去最高となる 

１,４１５万人（１日当たり約３．９万人）となり，外国人宿泊客数につい

ても前年から２万人，０．６％増加し，過去最高となる３１８万人となった。 

 ○ 京都観光の残念度に関する調査（日本人）では，混雑に関する残念度が

高い状況にある。 
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≪本市において実施している対策≫ 

〇 観光地交通対策の実施 

  秋の紅葉シーズンのピーク期に嵐山エリア及び東山エリアにおいて，交通

の円滑化と安全で快適な歩行空間の創出を目的として，臨時交通規制，車両

の迂回誘導，市営観光駐車場のマイカー駐車禁止及び観光バス予約制，歩行

者の誘導等を総合的に行う観光地交通対策を実施している。 

 

【参考】「歩くまち・京都」総合交通戦略における関連箇所の記載 

観光地交通対策 

≪施策の方向性≫ 

パークアンドライドの通年実施を目指します。 

歩かないと楽しめない京都の魅力を最大限に引き出します。 

京都市内全体がアミューズメントパークのように巡れる姿を目指します。 

≪具体的な施策≫ 

〇 京都市周辺地域でのパークアンドライドの通年実施 

〇 宅配機能付きのコインロッカーや宿泊施設と連携したキャリーサービスの促進 

〇 鉄道駅を拠点としたレンタサイクルやカーシェアリングの普及 

〇 駅やバス停及びその周辺におけるサイクルアンドライドの推進 

 

 

≪意見交換≫ 

〇 課題が生じている背景やそれを踏まえた解決策（現在の技術等で実施可 

能なもの）について，どのようなことが想定されるか。 

 

〇 課題に対して，自動運転の活用を検討する場合，どのような方法が考えら

れ，どのような効果が期待できるか。 

 

 


